
 

 

 

 

 

昨日、2月 13日は全国一斉要求提出日！ 

全ての職場で春闘要求提出を追求しよう 
昨日 2月 13日は 2020年春闘要求書の全国一斉提出日でした。中央本部へのデータ

ベース入力が進んでいない状況ですが、要求提出は 39組織 9.3％です。 

2020 春闘は、大企業に蓄積された内部留保を社会に還元させることが大きな眼目

です。賃金水準を引き上げることは、労働者の生活改善と共に「内需拡大」を基本と

した経済の活性化に結びつけるものです。最低賃金の大幅引き上げや全国一律制の確

立もさらに大きな国民世論を作り出さなければ実現できません。 

各職場・地域で安定した雇用の確保、格差是正を掲げて奮闘する 2020 年春闘をア

ピールし、労働組合運動の姿を見せ、求心力を高めるとりくみを展開しましょう。合

わせて各業種部会のとりくみや提言活動や有利な条件を生かすようにしましょう。 

各組織では、2020 年春闘方針にもとづいて要求提出から妥結に至るまで統一闘争

を徹底しましょう。具体的な闘争配置は以下の通りです。 

 要求提出（第１次統一交渉日） 

 ・2月 13日（木）夏季一時金要求（同時提出） 

 集中回答日 

・第１次回答日（第 2次統一交渉日）集交など先行Ｇ 2月 26日(水) 

・第２次回答日（第 3次統一交渉日）        3月 4日(水) 

・第３次回答日（第 4次統一交渉日）        3月 11日(水) 

・第４次回答日（第 5次統一交渉日）        3月 18日(木) 

 統一闘争日は集中回答日の翌日とし、ストライキを含む闘争を強化します。 

 統一データベースによる賃金・制度要求の管理・入力作業を徹底します。 

要求提出後は必ずデータベースへ入力を 
建交労では、春闘要求や組織拡大の成果等について、ネットを活用したデータベ

ースを駆使して常に実態を正確につかみ、統計資料としても活用しています。 

各県本部・支部はデータベースによる春闘要求提出・回答状況と組織実数の掌握

のための入力を徹底しましょう。 
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全日本建設交運一般労働組合 中央本部 

2020年春闘・月間推進ニュース 



3月～4月は春の組合員拡大月間 

要求実現運動と結び付けて推進しよう 
2020 年「春の組合員拡大月間」は、3

月 1 日にスタートします。第 21 回定期

大会以降で 2 月 10 日までに中央本部へ

報告された組合員拡大の到達点は、組織

内拡大 90組織 277人（昨年 2月 15日時

点 360人）で、昨年の月間直前の拡大数

とひかくすると約80人少ない到達です。 

拡大にとりくむ組織をさらに広げる

ことが求められています。また 20 春闘などの要求実現に向けた各県本部・支部、各

業種部会などのあらゆるとりくみを拡大に結びつけるためにも、各行動に参加する組

合員への働きかけを実施しましょう。各地の拡大行動・宣伝行動などのとりくみを積

極的に中央本部へお寄せ下さい。 

ダンプの組織化、相談会、共済を活用し 
軽貨物個人事業主を組織化へ 

全国ダンプ部会に結集する組織の大半は、

車持ち込みの労働者です。税法上は個人事業

主扱いをされています。各組合員は自ら確定

申告や自動車保険及び労災保険の加入しなけ

れば、仕事を続けることが出来ません。したが

って各支部では、税金相談会や共済制度の活

用を実施して、各組合員との結びつきを図っ

てきました。 

近年は、大都市部を中心にして個配を中心

とした「軽貨物」労働者が増加傾向にありま

す。ダンプと同じように軽貨物車両を自ら保

有して働く形態であり、確定申告や自動車保

険、労災保険加入等の要求を持っている可能

性があります。 

関東ダンプに結集する栃木、群馬、神奈川、千葉の各支部では、チラシや HP 等を

作成し、支局から名簿を入手し、DM発送にとりくんでいます。すでに電話やメールの

相談もあり、加入者も出てきています。（チラシは群馬） 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 計

組織数 0 0 0 0 0 0 0

拡大人数 0 0 0 0 0 0 0

全体組織数 38 37 34 23 6 1 139

組織数（重複除く） 38 25 15 10 1 1 90

拡大人数 76 77 73 40 10 1 277

76 77 73 40 10 1 277

2019年度9月～　組織拡大数

新結成

組織内

組合員拡大合計人数



 

地本名 交渉単位数 要求提出数 要求提出率（％） 要求額（円） 回答数 回答額（円） 前年比（円） 妥結数 妥結額（円） 前年比（円）

JR 8 0 0.0 0 0

北海道 19 0 0.0 0 0

青森 4 0 0.0 0 0

岩手 3 0 0.0 0 0

宮城 1 0 0.0 0 0

秋田 3 0 0.0 0 0

山形 1 0 0.0 0 0

福島 2 0 0.0 0 0

茨城 3 0 0.0 0 0

栃木 5 0 0.0 0 0

群馬 4 0 0.0 0 0

埼玉 17 0 0.0 0 0

千葉 1 0 0.0 0 0

東京 30 0 0.0 0 0

神奈川 17 0 0.0 0 0

新潟 4 0 0.0 0 0

富山 2 0 0.0 0 0

石川 0 0 0 0

福井 0 0 0 0

山梨 1 0 0.0 0 0

長野 1 0 0.0 0 0

岐阜 7 0 0.0 0 0

静岡 13 1 7.7 100,000 0 0

愛知 69 0 0.0 0 0

三重 4 1 25.0 40,000 0 0

滋賀 7 0 0.0 0 0

京都 36 0 0.0 0 0

大阪 47 0 0.0 0 0

兵庫 54 37 68.5 40,000 0 0

奈良 0 0 0 0

和歌山 13 0 0.0 0 0

鳥取 2 0 0.0 0 0

島根 0 0 0 0

岡山 0 0 0 0

広島 5 0 0.0 0 0

山口 0 0 0 0

徳島 6 0 0.0 0 0

香川 0 0 0 0

愛媛 0 0 0 0

高知 1 0 0.0 0 0

福岡 12 0 0.0 0 0

佐賀 2 0 0.0 0 0

長崎 1 0 0.0 0 0

熊本 7 0 0.0 0 0

大分 4 0 0.0 0 0

宮崎 0 0 0 0

鹿児島 1 0 0.0 0 0

沖縄 4 0 0.0 0 0

全国平均 421 39 9.3 41,538 0 0

2020年賃上げ回答状況（県別）　2020年2月14日現在


